
 
 
平成24年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 

 
 

修正の理由 
■通期連結業績について 
通期連結売上高につきましては、当期に売上計上を見込んでいた証券向け大型SI（システム・インテグレーション）案件の
後半部分が来期に期ズレしたことに加え、証券市況の低迷により準大手クラスの証券会社からの既存システムに対する機
能拡張案件が大幅に減少した影響などにより、前回予想を下回る見込みです。 
 
受注状況につきましては、都銀向け大型SI案件の受注が内定するなど案件の受注環境は好調でありますが、内定から正
式受注までの期間が長期化し当四半期受注高としての計上ができず、受注高/受注残高についても低調な結果に終わりま
した。 
 
通期連結営業利益につきましては、売上高が計画を下回った影響および当期にSIで発生した不採算3案件の影響により、
売上総利益が大幅に減少しています。また連結子会社であるバーチャレクス・コンサルティングにおいて、一部の売上が来
期に期ズレしたことによりコストが当期に先行して発生しています。この結果、前回予想を下回る見込みです。 
 
こうした状況を勘案し、通期連結売上高については、前回予想175億円を15億円下回る160億円となる見込みです。また、
通期連結営業利益については、前回予想31億円を11億円下回る20億円となる見込みです。 
 
また、当社100％子会社であるシンプレクス・コンサルティングにおいて、同社顧客であるスター為替証券様で平成23年8月
に発生したシステム障害に起因して、契約条項に基づく当社賠償責任の範囲における損害賠償の支払いを行う可能性が
高いことを勘案し、損害賠償の金額と見込まれる31百万円を引当金として特別損失に計上しております。 
 
以上の結果、通期連結業績における売上高、営業利益、経常利益、当期純利益の全ての項目において業績予想を修正い
たします。 
 
なお、来期（2013年3月期）につきましては、「当期から期ズレした証券向け大型SI案件の売上が計上されると見込まれるこ
と」、「当第3四半期に受注が内定した都銀向けSI案件の売上が見込まれること」および「当期に発生した不採算案件が無く
なることによる利益率の回復」等の理由により大幅な増収増益を見込んでおります。来期の業績見通しの詳細につきまして
は、第3四半期決算概要資料をご参照ください。 
 
2年連続となる業績予想の下方修正という結果を、経営陣一同真摯に受け止めており、当期の役員賞与をゼロとすることを
決定しました。引き続き大型SI案件の獲得と次世代インターネット取引システムVoyager（ボイジャー）の早期拡販に全社一
丸となって取り組み、今後の業績回復に向けて邁進していく所存でございます。 
 
■配当について 
配当につきましては、平成23年4月26日に公表した配当予想から変更はなく、1株当たり年間500円を予定しております。 
 
※上記予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、今後の様々なビジネス環境
の変化や要因により、実際業績は異なる結果となることがあります。 
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業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成23年4月26日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利
益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 17,500 3,100 3,080 1,700 3,068.56
今回修正予想(B) 16,000 2,000 2,000 1,150 2,069.89
増減額(B-A) △1,500 △1,100 △1,080 △550
増減率(%) △8.6 △35.5 △35.1 △32.4
（ご参考）前期実績 
（平成23年3月期）

14,988 2,561 2,514 1,448 2,621.44


